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霊長 BにおけるTBPAの多型に関する研究1)

田名部雄一 (岐阜大 ･段)

泣長日に屈する38位において,血焚サイロキシン結合

ブレアJt'ブミソ(TBPA)の存在ならびにその多型現象

を交配する池伝子 (PAFおよびPAS)の遺伝子頻度

を,Tl岬 に引続き,個体数をまして調べた｡

現在まで池井2,539個体のヒトおよび37種のサルの血

妹について解析した｡血矧 よ181Ⅰ標識サイロキシソを混

合してアガロースゲル電気泳動を行い,その後X線フィ

ルムを使用してラジオオーt･グラムをとり,TBPAの

存在並びに出を同定した｡TBPAの存在しないものに

っいてはアカゲザルPAF血妹と試駄管内で混合,難攻

物TI(hybridband)の非形成によって調査した｡

現在まで和られた,主な槌のPAFの退伝子頻度と例

数 (かゥこで示す)は次の様である｡ヒ111･000(86),

チソ/(ソジー1.000(4),クロテナガザル1･000(5),

シロテナガザル1.000(29),シルパールトン01944(9),

クロカソムt)1)-7モl/辛lo.667(3), マソドt)〟

0.500(1),マ'/T･ヒヒ0.805(300),ドグエラヒヒ0･894

く47),ニホソザル0.000 (1136),ヤクザル0･000 (149),

ペニガオザル1.000(20),ブタオザル0･949(39),ダイワ

ソザル0.818(44).アカゲザル0.852(274),ポソネット

モソキー0.500く7),カニクイザル0.910(83).サバソ

ナーモソキーOA43(185)である｡またウ-1)モソキー

(2),チークベイクモザル (2), I)スザル (14), ア

サオマキザJt,く6),ヨザル (2),オオギャラゴ (5),

コ4-ソツ/tイ (5),の広鼻独郊および原独裁にはTBP

Aは存在しなかった｡

以上の紙尿は,TBPAが狭鼻猿類の塩のみに存在し,

しかもTBPAの多型 (PASの存在)はオナガザ/レ上科

(Cercopithecoidea)の種のみに見出されると云う従来

の知見をうらづけると共に,従来PAFに固定されてい

るとされていたPot)io屈にもPASが存在し,多型現象

がみられることを示した｡

サル赤血球の植物性凝集素 (PEA)に対す

る塾特異性に関する研究

水谷 誠 (日本生物科学研究所)

ヒ†3.ニホソザル15,アカゲザル10.マントヒヒ8,

チソ/tソヂ-, ミrl)ザル,パクス,べニガオザル,

ブタオザル,カニクイザル,オマキザル,ヨザル,1)ス

ザル,ギャラゴ,スローPl)ス,ムーア,アジルテナガ

ザル.シロテナガザルについては各1個体,計18塩のサ

ル赤血球について93位の植物からの抽出液に対する投集

性を調査した結果,抽出液は次の4群に区分された｡

茄1群 :すべてのサル赤血球を凝集したもの｡これに

属するものは12塩のイソ〆ソマメ,エソドゥ,ヤ-ズ与

ソドゥ,ソラマメ,フジ,アカシア.ニセアカシア,ナ

クマメ,ジャガイ4,シロユ1),ドソグ1),シラカ′く,

アマt)I)ス,名称不明のもの2校の26塩であった｡

第2群 :すべてのサル赤血球を凝集しなかったもの｡

これに属するものはアズキ,アカクローバー,レソ〆,

セイヨウ-ナズオウ,エソジ>,JI,ビナス.サソジャク

ササゲ,レタス,サツマイ{,バセt),シロウ1),チョ

ウセソニソジソ,キュウ1),ホウセソカ,アサガオ,カ

ブラ,ヤマゴボウ,ダリア,コーヒー,スイカ,マクワ

ウ.),ナス,コムギ,-トムギの24稜であった｡

筋3群 :すべてのサル赤血球を溶血したもの｡これに

屈するものはグラジオラス1種｡

筋4群 :サル種間で洗米性が異なったもの｡これに属

するものはアオ11メ,カササギマメ,ダイズの3品種,

16ササゲ, ti'-ナツ, トロクスマメ,オジギソウ,ネ

A,カワラケツメイ,ヌスビt･J､ギ,クズ,ハギ.シソ

ギク.サソT.ウナ.ゴボウ,ダイコ1/,ナガイモ,サT･

イモ,ホウVソソー,ク1),カポチIY,ヒマワt)･ミズ

辛,I.ウモロコシ.ソテツ,ニソジソ,ネギ.オクラ.

ワラビ,ゼソマイ,スイセソ,クロッカス,カソナ,ハ

クサイ,ビワ,アイ1)ス,ヒヤクニチソク,チュ-1)ッ

プ,アヤメ-ツカダイコソの42位であった｡

租内変異の検索料よ弟4群に可能性がある｡

マカカ属における種間の染色体比較l)

平井 盲樹 (放 医 研)

石崎 寛治 (東大 ･好))

マカカ属サ)I,の各塩は,退伝的には相互に柾めて近い

関係にあると考えられる｡生班能力を有する槌間雑種が

生ずること (Chiarelli.1973),血液蛋白変異の税関比

較から推定される一迫伝的距敵が小さいこと く野沢ら,

1974)などがそれを袈付ける｡マカカ属サルの核型は全

ての塩につき擾めて類似している｡染色体分染法の一つ

である｡G-/1ソド法によるバソディソ〆･パターソの

比較でも,種間に顕著な差異は見出されない｡ただし,

1) 苅48回,日本迫伝学会大会 (1976.10.大阪大学)

で苑鼓した｡

- 44-I

1) 変異部門,野沢教授との共同研究｡

2) 現在は京大 ･放生研センター｡



機内変典がどの8!皮あるのかを知るためのデータが充分

そろっていない点と,G-バ ソド法では染色体の小さな

稲造変化を見つけLuすことが四位な点でm店が残ってい

る｡ヒトの細胞退伝学分野で応近和られている知見によ

れば,ヒトでは漁色体の形倍的変異における桐造変化部

位は.C-/くソド法で浪染する構造性ヘテロクロマチ･/

が多い部分に集中しているという｡このヘテロクロマチ

ソの分布と丑を調べることがその種のもつ染色体変異の

大小を知る一つの事がかりになると考え,今回.=ホソ

ザJt'(5個体),カニクイザル(5),ダイワソザル(3),

アカゲザル(5),ブタオザル.(3),ベニガオザJI,(3),

につきC-バ ソド法による染色体の研究を行った｡

その結果,C-バ ソド浪染部は どの種についても動原

体部位のみに小丘分布することがわかった｡ヒト.チソ

バソジー.ア7リカミドリザル,リスザルといった染色

体の形恩的変界が認められる泣長封が促有しているよう

な.C-バ ソド浪染部が大きい染色体はマカカ屈サルで

は見出されない｡このことから,･7カカ屈では各種内に

おける染色体の形倍的変矧 よ小さいと考えられる｡

以上の結只から,バソディソ〆･/tクー./による染色

体比較ではマカカ屈の各税関に迄がみられないことが確

認できた｡次に調べるべきことは,唖閉経位個体の生孤

細胞における染色体の対合様式の研究と.細胞雑柾法に

よる退伝子座位の比較研究であろう｡その手始めとし

て,ニホl/ザルの1)ソバ球とマウスL細胞との雑位細胞

を作るべくセソ〆イ ･ウイルスにより細胞融合を行っ

た｡現在,雑種細胞を培表中で,詳細な染色体分析は今

後の課題である｡

霊長類の眼底捷影法の検討,および各種サル

の眼底像と異常所見1)

福井 正信 (筑披大 ･基礎医学系)

古川 敏紀 (新潟大 ･医)

後藤 俊二 (京 大 ･霊長研)

昨年,赤外投フイルムとゼラチンフィルターを併用し

ての.脈絡晩同投影を試みたが,今年度は,単蜂牲ゼラ

チソフィルター (FujiBPB42-60の6規格)と,通常

･赤外投カラーフィルムを起用しての投影を,アジルテ

ナガザJt'よりスローPI)スにいたる14位23個体につき,

先ず試みた｡この結凪 ヨザルを除く六位規個体では,

網膜杓道が短波長で,脈絡映屑は長波長に適光のど-ク

をもつフィルターで把え札 通常フイルムでも悦窮 ･記

録可能,赤外繰7イルムは一周明確であった｡原狐類中

心のTctICtumlucfdum保有個体では.視神経乳軌 脈

絡挟周祝祭は,本法市入{･もなお少 四々兄である｡

本粒形法も併せ応用し,昨年につづき,シロテテナガ

ザル,ア<)ルテナガザ/i,,マソ1-ヒヒ,ベニガオザル,

メイワソザル.アカゲザル,ノドジロオマキザル計7種

10双の限氏を追加,観察した｡ここで,近縁のサルに連

なる性を和ているが,乳頭上の生理的陥凹はテナガザル

でのみ肌窮されている｡一方,昨年のものを含めて,原

独HI,苅狭m汁7屈15位133個体の血清を対象に,tキソ

プラズマ抗体調査 (色索試験,Kobayashietal.1968)

を突施した｡限正約 ･脈絡膜炎を本原虫症は惹起するこ

とが,ひろくヒトを合めての各位嘱乳動物で記録されて

いるからである｡この結凪 ニホソザル (成体,オス)

とオオガラゴ (成体.メス)に陽性例をみた｡

前者の限異常はみられないが.後熱 よT.Zucidumの

乳風間辺に,挿入光松見常反射性を祝祭した｡この脈絡

投網挟炎昧旧性様所見が木原虫症と関連があるか否か

は.当改組純のtA'iE,爪虫分離を･穴施し村ない現在,結

諭し得ない｡しかし.産山仔への垂El感染は,血清検査

の結果.否定し絹た｡歪F<杭における日仏発症トキソプ

ラズマ症の報告は,原､･六位Xlをあわせ.18属23位以上

から報告されている (Wong& Kozak,1974)が,令

回の種での色素試験陽性例の報ZBはみられない｡

マ-モセット弊およびツパ イのaCOuStic

behavior

松 村 澄 子

ツ/{イと.括苑な背戸活動を行なうことで知られるマ

一%セットmの背戸行動の祝祭と録音を行なった｡

先ず,ツ/tイの汗戸は4位 (I.ウイクー,クt)ック,

危難乱 メィテイソ〆コール){･,余り音声活動は目立

たない｡一方.ヤーモセット塀では,彼らの音声は放細

な心理状況の表現 (興味,不安,警戒,威嚇, くつろ

ぎ,つがいWのヂュエッ1.など)であり,様々なグVィ

ディソクを示しながら常時コロニーの仲間と伝達し合っ

ている｡ とくに特徴的な音声は,①高周波の適 い純音

(この背戸は遠くまで伝わり異種集団にも強い反応を生

1) 本共同利用研究に係る学会報告

福井正信,古川放紀,後藤俊二,山下雅子 :霊長塀
の限氏に関する研究-赤外線および通常カラーフィ

ルム使用の眼底投影像の比較について-,茄21回プ
リマーチス研究会,1977.
福井正信.古川放紀,後藤俊二,山下雅子.石井俊
雄,大永何党 :霊長桝の限底に関する研究一放校の

真狩只の通常 ･特殊取掛こよる限庇所見一.茄21回
ブリマーチス研究会,1977.
福井正信,石井俊雄,大永脚汗,古川放紀.後藤俊
二 :霊長ヌ乱 食肉EL前節現などにおけるトキソプ

ラズマ抗体調査,寄生虫学雑誌 26(噌):36.1977.

- 45-


